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９ 障害児通所支援事業所の実態調査 

 

(1) 事業所の基本情報 

①法人種別 

法人種別は、「営利法人（株式･合名･合資･合同会社）」が 59.7%と多くなっている。 

図表 496 法人種別 

 
 
②開設時期 

事業所の開設時期は、「2020 年以降」が 47.1%、「2015～2019 年」が 31.6%、「2010～2014 年」

が 21.0%となっている。 

図表 497 開設時期 

 
 

  

4.1 

7.4 

18.6 

26.1 

9.5 

59.7 

49.5 

72.1 

7.3 

7.6 

6.9 

7.7 

5.3 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

都道府県、市区町村、広域連合、一部事務組合 社会福祉協議会

社会福祉法人（社会福祉協議会以外） 医療法人

営利法人（株式･合名･合資･合同会社） 社団法人・財団法人

特定非営利活動法人（ＮＰＯ） その他の法人

無回答

21.0 

25.1 

16.1 

31.6 

26.5 

37.6 

47.1 

47.8 

46.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

2010年以前 2010～2014年 2015～2019年 2020年以降 無回答
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③調査対象サービスの類型 

調査対象サービスの類型（児童発達支援センターは旧区分）は、「放課後等デイサービス（それ以外）」が

42.8%、「児童発達支援（それ以外）」が 33.6%、「児童発達支援センター（それ以外）」が 16.6%、「児

童発達支援（主として重症心身障害児を通わせる）」が 3.8%、「放課後等デイサービス（主として重症心身

障害児を通わせる）」が 2.6%となっている。 

図表 498 調査対象サービスの類型 

 
 

類型が児童発達支援センターの事業所に、令和６年９月現在での類型を聞いたところ、「児童発達支援セ

ンター」が 98.0%、「（旧）主として難聴児経過的児童発達支援」が 1.4%、「（旧）主として重症心身障

害児経過的児童発達支援」が 0.7%となっている。 

図表 499 児童発達支援センターの令和６年９月現在での類型 

 

 

④調査対象サービスの定員数 

調査対象サービスの定員数は、平均で令和５年９月は 13.9 人、令和６年９月は 13.8 人となっている。 

図表 500 調査対象サービスの定員数 

（単位：人） 全体 [n=806] 児童発達支援 [n=445] 放課後等デイサービス [n=361] 
令和５年９月 13.9 16.5 10.6 

（単位：人） 全体 [n=841] 児童発達支援 [n=457] 放課後等デイサービス [n=384] 
令和６年９月 13.8 16.4 10.7 

 

児童発達支援センター
（主として難聴児を通わ

せる）
0.3%

児童発達支援センター
（主として重症心身障

害児を通わせる）
0.1%

児童発達支援センター
（それ以外）

16.6%
医療型児童発達支援セ

ンター
0.1%

児童発達支援（主とし
て重症心身障害児を通

わせる）
3.8%

児童発達支援（それ以
外）

33.6%

放課後等デイサービス
（主として重症心身障

害児を通わせる）
2.6%

放課後等デイサービス
（それ以外）

42.8%

全体 [n=862]

児童発達支援センター
98.0%

（旧）主として難聴児
経過的児童発達支援

1.4%

（旧）主として重症心
身障害児経過的児童

発達支援
0.7%

児童発達支援 [n=148]
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⑤調査対象サービスの運営規程上の営業日と営業時間 

調査対象サービスの運営規程上の営業日と営業時間を聞いた。 

平日については、令和５年９月で「営業日」が 97.6%、令和６年９月で「営業日」が 98.1%となってい

る。営業時間はいずれも平均で 7.6 時間となっている。 

図表 501 調査対象サービスの運営規程上の営業日_令和５年９月_平日 

 
図表 502 調査対象サービスの運営規程上の営業日_令和６年９月_平日 

 
図表 503 調査対象サービスの運営規程上の営業時間_平日 

（単位：時間） 全体 [n=789] 児童発達支援 [n=433] 放課後等デイサービス [n=356] 
令和５年９月 7.6 7.7 7.5 

（単位：時間） 全体 [n=840] 児童発達支援 [n=455] 放課後等デイサービス [n=385] 
令和６年９月 7.6 7.7 7.5 

 

令和５年９月から令和６年９月の営業時間の変化を見ると、「変化なし」が 84.0%、「増加」が 12.4%、

「減少」が 3.6%となっている。 

図表 504 調査対象サービスの営業時間の変化_平日 

 

97.6 

96.5 

98.9 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=824]

児童発達支援 [n=458]

放課後等デイサービス [n=366]

営業日 休業日 無回答

98.1 

97.2 

99.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

営業日 休業日 無回答

12.4 

7.6 

18.3 

84.0 

89.6 

77.2 

3.6 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=788]

児童発達支援 [n=433]

放課後等デイサービス [n=355]

増加 変化なし 減少 無回答
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長期休暇中の平日については、令和５年９月で「営業日」が 89.3%、令和６年９月で「営業日」が 90.3%

となっている。営業時間はいずれも平均で 7.9 時間となっている。 

図表 505 調査対象サービスの運営規程上の営業日_令和５年９月_長期休暇中の平日 

 
図表 506 調査対象サービスの運営規程上の営業日_令和６年９月_長期休暇中の平日 

 
図表 507 調査対象サービスの運営規程上の営業時間_長期休暇中の平日 

（単位：時間） 全体 [n=728] 児童発達支援 [n=377] 放課後等デイサービス [n=351] 
令和５年９月 7.9 7.7 8.1 

（単位：時間） 全体 [n=771] 児童発達支援 [n=394] 放課後等デイサービス [n=377] 
令和６年９月 7.9 7.7 8.1 

 

令和５年９月から令和６年９月の営業時間の変化を見ると、「変化なし」が 90.3%、「増加」が 5.0%、

「減少」が 4.7%となっている。 

図表 508 調査対象サービスの営業時間の変化_長期休暇中の平日 

 
 

  

89.3 

83.8 

96.2 

3.5 
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7.2 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=824]

児童発達支援 [n=458]

放課後等デイサービス [n=366]

営業日 休業日 無回答

90.3 

84.9 

96.7 

3.2 

5.1 

6.5 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

営業日 休業日 無回答

5.0 

4.8 

5.2 

90.3 

91.0 

89.7 

4.7 

4.3 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=724]

児童発達支援 [n=376]

放課後等デイサービス [n=348]

増加 変化なし 減少 無回答
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土曜日については、令和５年９月で「営業日」が 64.2%、令和６年９月で「営業日」が 65.5%となって

いる。営業時間はいずれも平均で 7.7 時間となっている。 

図表 509 調査対象サービスの運営規程上の営業日_令和５年９月_土曜日 

 
図表 510 調査対象サービスの運営規程上の営業日_令和６年９月_土曜日 

 
図表 511 調査対象サービスの運営規程上の営業時間_土曜日 

（単位：時間） 全体 [n=525] 児童発達支援 [n=247] 放課後等デイサービス [n=278] 
令和５年９月 7.7 7.5 8.0 

（単位：時間） 全体 [n=562] 児童発達支援 [n=267] 放課後等デイサービス [n=295] 
令和６年９月 7.7 7.5 8.0 

 

令和５年９月から令和６年９月の営業時間の変化を見ると、「変化なし」が 90.5%、「増加」が 5.8%、

「減少」が 3.7%となっている。 

図表 512 調査対象サービスの営業時間の変化_土曜日 
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76.2 

28.4 

35.8 
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65.5 

57.1 

75.7 
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営業日 休業日 無回答
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93.0 

88.2 
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3.3 
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全体 [n=516]

児童発達支援 [n=244]

放課後等デイサービス [n=272]

増加 変化なし 減少 無回答
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令和５年９月から令和６年９月で、営業日の変更があったかどうかを見ると、ほとんどの事業所は「変化

なし」で、「休業日→営業日」に変更した事業所はわずかである。 

図表 513 調査対象サービスの営業日の変更_土曜日 

 
 

日曜日・祝日については、令和５年９月で「営業日」が 33.5%、令和６年９月で「営業日」が 34.2%と

なっている。営業時間は令和５年９月で平均 7.8 時間、令和６年９月で平均 7.9 時間となっている。 

図表 514 調査対象サービスの運営規程上の営業日_令和５年９月_日曜日・祝日 

 
図表 515 調査対象サービスの運営規程上の営業日_令和６年９月_日曜日・祝日 

 
図表 516 調査対象サービスの運営規程上の営業時間_日曜日・祝日 

（単位：時間） 全体 [n=272] 児童発達支援 [n=125] 放課後等デイサービス [n=147] 
令和５年９月 7.8 7.8 7.9 

（単位：時間） 全体 [n=293] 児童発達支援 [n=133] 放課後等デイサービス [n=160] 
令和６年９月 7.9 7.8 7.9 

 

86.9 

84.3 

90.2 

10.8 

13.1 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=824]

児童発達支援 [n=458]

放課後等デイサービス [n=366]

休業日→営業日 変化なし 営業日→休業日 無回答

33.5 

27.9 

40.4 

55.9 

60.7 

50.0 

10.6 

11.4 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=824]

児童発達支援 [n=458]

放課後等デイサービス [n=366]

営業日 休業日 無回答

34.2 

28.5 

41.2 

50.3 

55.0 

44.8 

15.4 
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14.1 
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全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

営業日 休業日 無回答
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令和５年９月から令和６年９月の営業時間の変化を見ると、「変化なし」が 90.2%、「増加」が 6.4%、

「減少」が 3.4%となっている。 

図表 517 調査対象サービスの営業時間の変化_日曜日・祝日 

 
 

令和５年９月から令和６年９月で、営業日の変更があったかどうかを見ると、ほとんどの事業所は「変化

なし」で、「休業日→営業日」に変更した事業所はわずかである。 

図表 518 調査対象サービスの営業日の変更_日曜日・祝日 

 
 
 
⑥調査対象サービスの職員配置人数 

調査対象サービスの職員配置人数は、平均で実人数の合計が 9.8 人、常勤換算人数の合計が 7.1 人となっ

ている。 

図表 519 調査対象サービスの職員配置人数 

（単位：人） 全体 [n=793] 児童発達支援センタ
ー [n=138] 

児童発達支援事業
所 [n=297] 

放課後等デイサービ
ス [n=358] 

実人数 

管理者 1.0 1.0 0.9 1.0 
児童発達支援管理責任者 1.0 1.2 1.0 1.0 
その他の職員 7.8 16.2 6.3 5.9 
合計 9.8 18.3 8.3 7.8 

常勤換算人数 

管理者 0.8 0.9 0.8 0.8 
児童発達支援管理責任者 1.0 1.1 0.9 0.9 
その他の職員 5.3 11.6 4.2 3.9 
合計 7.1 13.5 5.9 5.6 

 

6.4 

4.1 

8.4 

90.2 

94.3 

86.7 

3.4 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=265]

児童発達支援 [n=122]

放課後等デイサービス [n=143]

増加 変化なし 減少 無回答

81.9 

80.8 

83.3 

16.3 

17.5 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=824]

児童発達支援 [n=458]

放課後等デイサービス [n=366]

休業日→営業日 変化なし 営業日→休業日 無回答
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⑦調査対象サービスにおける職種等の配置人数 

調査対象サービスにおける職種等の配置人数を聞いたところ、以下のようになっている。実人数で、児童

指導員が 3.0 人、保育士が 3.1 人、常勤換算人数で、児童指導員が 2.2 人、保育士が 2.4 人等となってい

る。 

図表 520 調査対象サービスにおける職種等の配置人数 

（単位：人） 全体 [n=785] 児童発達支援セ
ンター [n=138] 

児童発達支援事
業所 [n=295] 

放課後等デイサー
ビス [n=352] 

実人数 

看護職員 0.4 0.8 0.5 0.3 
理学療法士 0.3 0.6 0.2 0.1 
作業療法士 0.3 0.8 0.2 0.1 
言語聴覚士 0.3 1.1 0.3 0.1 
心理担当職員 0.3 0.9 0.2 0.2 
喀痰吸引等研修修了者 0.1 0.1 0.1 0.0 
児童指導員 3.0 3.7 2.5 3.1 
保育士 3.1 7.9 2.4 1.7 
栄養士・管理栄養士 0.1 0.6 0.0 0.0 
意思疎通に関して専門性を有する人材 0.0 0.1 0.0 0.0 

常勤換算人数 

看護職員 0.3 0.5 0.3 0.2 
理学療法士 0.2 0.3 0.2 0.1 
作業療法士 0.2 0.4 0.2 0.1 
言語聴覚士 0.2 0.7 0.2 0.0 
心理担当職員 0.2 0.6 0.1 0.1 
喀痰吸引等研修修了者 0.1 0.1 0.1 0.0 
児童指導員 2.2 2.9 1.8 2.2 
保育士 2.4 6.2 1.9 1.3 
栄養士・管理栄養士 0.1 0.5 0.0 0.0 
意思疎通に関して専門性を有する人材 0.0 0.1 0.0 0.0 

 
⑧視覚聴覚言語機能障害児支援加算を算定している場合の専門職の人数 

視覚聴覚言語機能障害児支援加算を算定している場合に、専門職の配置人数を聞いたところ、平均で言語

聴覚士が 1.0 人、作業療法士が 0.4 人等となっている。 

図表 521 視覚聴覚言語機能障害児支援加算を算定している場合の専門職の人数 

（単位：人） 全体 [n=19] 児童発達支援センター 
[n=6] 

児童発達支援事業所 
[n=5] 

放課後等デイサービス 
[n=8] 

障害当事者 0.1 0.0 0.0 0.3 
障害当事者の親 0.2 0.0 0.0 0.4 
作業療法士 0.4 0.7 0.4 0.1 
言語聴覚士 1.0 2.0 0.6 0.5 
手話通訳士 0.2 0.0 0.0 0.4 
視能訓練士 0.0 0.0 0.0 0.0 
要約筆記者 0.0 0.0 0.0 0.0 
盲ろう者向け通訳・介助員 0.0 0.0 0.0 0.0 
失語症向け意思疎通支援者 0.0 0.0 0.0 0.0 
その他 0.1 0.0 0.0 0.3 
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(2) 利用者の受入等の状況 

①調査対象サービスの実利用者数 

調査対象サービスの実利用者数を聞いたところ、令和５年９月では、平均で利用者総数が 18.3 人、うち、

医療的ケア児が 0.3 人、重症心身障害児が 0.4 人となっている。 

令和６年９月では、平均で利用者総数が 19.2 人、うち、医療的ケア児が 0.3 人、重症心身障害児が 0.5 人

となっている。また、令和６年４月以降の新規利用者数は平均で 4.5 人となっている。 

図表 522 調査対象サービスの実利用者数 

対象サービス 
（単位：人） 全体 [n=529] 児童発達支援セン

ター [n=76] 
児童発達支援事
業所 [n=209] 

放課後等デイサー
ビス [n=244] 

令和５年９月 

利用者総数 18.3 32.6 13.6 17.9 
うち、医療的ケア児 0.3 0.4 0.3 0.3 
うち、医療的ケア判定スコアが16点以上 0.1 0.1 0.1 0.2 
うち、医療的ケア判定スコアが32点以上 0.1 0.1 0.1 0.1 
うち、重症心身障害児 0.4 0.4 0.4 0.4 

対象サービス 
（単位：人） 全体 [n=588] 児童発達支援セン

ター [n=77] 
児童発達支援事
業所 [n=235] 

放課後等デイサー
ビス [n=276] 

令和６年９月 

利用者総数 19.2 34.0 14.6 18.9 
うち、医療的ケア児 0.3 0.3 0.3 0.3 
うち、医療的ケア判定スコアが16点以上 0.2 0.1 0.2 0.2 
うち、医療的ケア判定スコアが32点以上 0.1 0.0 0.1 0.1 
うち、重症心身障害児 0.5 0.4 0.5 0.5 

令和６年４月
以降の新規利
用者数 

利用者総数 4.5 9.5 4.0 3.4 
うち、医療的ケア児 0.0 0.0 0.1 0.0 
うち、医療的ケア判定スコアが16点以上 0.0 0.0 0.0 0.0 
うち、医療的ケア判定スコアが32点以上 0.0 0.0 0.0 0.0 
うち、重症心身障害児 0.1 0.1 0.1 0.1 

 
令和６年９月で、医療的ケア児の利用者が１名以上いると回答した事業所は、10.3%となっている。 

図表 523 医療的ケア児の利用者の有無 

 

  

10.3 

22.3 

8.7 

7.2 

75.5 

60.1 

77.7 

79.5 

14.2 

17.6 

13.6 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

児童発達支援センター [n=148]

児童発達支援事業所 [n=323]

放課後等デイサービス [n=391]

有 無 無回答
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②医療的ケアの対応状況 

令和６年９月に医療的ケア児が１人以上いる事業所に、医療的ケアの対応状況を聞いた。 

事業所で対応可能な医療的ケアは、「経管栄養」が 79.8%、「吸引（口鼻腔・気管内吸引）」が 71.9%、

「痙攣時の坐剤挿入、吸引、酸素投与、迷走神経刺激装置の作動等の処置」が 68.5%、「気管切開の管理」

が 60.7%、「酸素療法」が 52.8%等となっている。 

図表 524 事業所で対応可能な医療的ケア〔複数回答〕 

 
 

41.6 

60.7 

32.6 

52.8 

71.9 

46.1 

79.8 

16.9 

18.0 

37.1 

3.4 

42.7 

47.2 

68.5 

5.6 

44.3 

62.3 

36.1 

54.1 

72.1 

47.5 

82.0 

18.0 

19.7 

34.4 

3.3 

39.3 

44.3 

67.2 

4.9 

35.7 

57.1 

25.0 

50.0 

71.4 

42.9 

75.0 

14.3 

14.3 

42.9 

3.6 

50.0 

53.6 

71.4 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人工呼吸器（鼻マスク式補助換気法、ハイフローセラピー、間歇的陽
圧吸入法、排痰補助装置及び高頻度胸壁振動装置を含む）の管理

気管切開の管理

鼻咽頭エアウェイの管理

酸素療法

吸引（口鼻腔・気管内吸引）

ネブライザーの管理

経管栄養

中心静脈カテーテルの管理（中心静脈栄養、肺高血圧症治療薬、麻
薬など）

皮下注射

血糖測定（持続血糖測定器による血糖測定を含む）

継続的な透析（血液透析、腹膜透析を含む）

導尿

排便管理

痙攣時の坐剤挿入、吸引、酸素投与、迷走神経刺激装置の作動等
の処置

無回答

全体 [n=89] 児童発達支援 [n=61] 放課後等デイサービス [n=28]
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医療的ケアを要する利用者の主治医から指示書をもらう頻度は、「基本的な期間は定めていない（すべて

個別対応）」が 44.9%、「半年以上 1 年未満」が 34.8%となっている。 

図表 525 医療的ケアを要する利用者の主治医から指示書をもらう頻度 

 
 

医療的ケアを要する利用者の主治医との連携については、「保護者・家族等を通じて連絡を取る」が 94.4%

と多くなっている。 

図表 526 医療的ケアを要する利用者の主治医との連携〔複数回答〕 

 
 

  

5.6 

3.3 

10.7 

34.8 

37.7 

28.6 

13.5 

13.1 

14.3 

44.9 

44.3 

46.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=89]

児童発達支援 [n=61]

放課後等デイサービス [n=28]

1か月未満 1か月以上3か月未満

3か月以上半年未満 半年以上1年未満

1年以上 基本的な期間は定めていない（すべて個別対応）

無回答

94.4 

34.8 

10.1 

5.6 

9.0 

1.1 

95.1 

34.4 

9.8 

4.9 

9.8 

1.6 

92.9 

35.7 

10.7 

7.1 

7.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者・家族等を通じて連絡を取る

必要時に電話等で直接主治医に連絡を取る

外来受診時に同行している

事業所のカンファレンスに主治医が参加している

その他

無回答

全体 [n=89] 児童発達支援 [n=61] 放課後等デイサービス [n=28]
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医療的ケアを要する利用者の日常的な医療情報の携帯について聞いたところ、「医療情報提供書を所持し

ている」が 44.9%、「医療情報提供書以外での様式で所持している」が 32.6%となっている。 

図表 527 医療的ケアを要する利用者の日常的な医療情報の携帯〔複数回答〕 

 
 

日常的に携帯している情報は、「疾患名」が 74.2%、「使用している薬剤」が 64.0%、「バイタルサイ

ン」「栄養に関する情報」がいずれも 48.3%、「呼吸管理に関する情報」が 42.7%、「検査データ」「排せ

つに関する情報」がいずれも 33.7%となっている。なお、「無回答」が比較的多く見られるが、日常的な携

帯に関して判断が難しかった場合等も含まれると想定される。 

図表 528 日常的に携帯している情報〔複数回答〕 

 

2.2 

4.5 

44.9 

32.6 

9.0 

16.9 

3.4 

0.0 

3.3 

44.3 

36.1 

9.8 

18.0 

1.6 

7.1 

7.1 

46.4 

25.0 

7.1 

14.3 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的ケア児等医療情報共有システム（MEIS）を利用して
いる

１以外のシステムやアプリを利用している

医療情報提供書を所持している

医療情報提供書以外での様式で所持している

確認していない

その他

無回答

全体 [n=89] 児童発達支援 [n=61] 放課後等デイサービス [n=28]

74.2 

64.0 

33.7 

48.3 

42.7 

48.3 

33.7 

4.5 

19.1 

78.7 

68.9 

36.1 

47.5 

47.5 

54.1 

34.4 

6.6 

16.4 

64.3 

53.6 

28.6 

50.0 

32.1 

35.7 

32.1 

0.0 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

疾患名

使用している薬剤

検査データ

バイタルサイン

呼吸管理に関する情報

栄養に関する情報

排せつに関する情報

その他

無回答

全体 [n=89] 児童発達支援 [n=61] 放課後等デイサービス [n=28]
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③医療的ケア児がいない事業所の状況 

医療的ケア児がいない事業所に、医療的ケアを要する利用者がいない理由を聞いたところ、「対応が難し

いため、これまで医療的ケア児の受け入れをしていない」が 46.4%、「これまで医療的ケア児の利用希望（利

用ニーズ）がなかった」が 36.9%となっている。 

図表 529 医療的ケアを要する利用者がいない理由 

 
 

今後の医療的ケア児の受け入れ可否については、「受け入れは難しい」が 77.0%と多くなっている。 

図表 530 今後の医療的ケア児の受け入れ可否 

 
 

  

46.4 

40.3 

53.1 

8.3 

12.4 

3.9 

36.9 

37.9 

35.7 

8.4 

9.4 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=651]

児童発達支援 [n=340]

放課後等デイサービス [n=311]

対応が難しいため、これまで医療的ケア児の受け入れをしていない

過去に医療的ケア児の受け入れをしたことがあるが、現在は利用希望（利用ニーズ）がない

これまで医療的ケア児の利用希望（利用ニーズ）がなかった

無回答

3.8 

13.1 

16.5 

9.3 

77.0 

71.8 

82.6 

7.1 

7.9 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=651]

児童発達支援 [n=340]

放課後等デイサービス [n=311]

受け入れ可能 おおむね受け入れ可能だが難しい場合もある 受け入れは難しい 無回答
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④医療的ケア児の受け入れについて課題と思われるもの 

医療的ケア児の受け入れについて課題と思われるものを聞いたところ、「看護職員や喀痰研修修了者など

医療的ケアの実施できる職員が不足している」が 66.6%と最も多く、次いで、「施設・設備面で受け入れが

難しい」が 48.6%、「医療的ケア児に対応した個別支援が難しい」が 42.3%となっている。 

図表 531 医療的ケア児の受け入れについて課題と思われるもの〔複数回答〕 

 
 

  

48.6 

42.3 

66.6 

32.4 

20.1 

34.6 

15.9 

14.4 

5.3 

11.1 

44.4 

37.2 

63.5 

31.2 

19.5 

30.8 

13.8 

16.3 

5.3 

13.6 

53.7 

48.6 

70.3 

33.8 

20.7 

39.1 

18.4 

12.0 

5.4 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設・設備面で受け入れが難しい

医療的ケア児に対応した個別支援が難しい

看護職員や喀痰研修修了者など医療的ケアの実施できる職
員が不足している

職員が医療的ケアに対する不安を感じている

現在の職員体制で受け入れた場合、限られた日数しかサービ
ス提供できない

現在の職員体制で受け入れた場合、他の利用者へのケアが手
薄になる不安がある

他の利用者への影響や関係性に不安がある

支援に関しスキルアップを図る機会（研修等）や外部のサポー
トを得る機会が少ない

その他

無回答

全体 [n=862] 児童発達支援 [n=471] 放課後等デイサービス [n=391]
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利用者に医療的ケア児等がいるかどうかで見ると、「看護職員や喀痰研修修了者など医療的ケアの実施で

きる職員が不足している」や「施設・設備面で受け入れが難しい」、「医療的ケア児に対応した個別支援が

難しい」等について、医療的ケア児等がいない事業所で割合が高くなっている。 

図表 532 医療的ケア児の受け入れについて課題と思われるもの（医療的ケア児等の有無別）〔複数回答〕 

 
 
 
 

  

48.6 

42.3 

66.6 

32.4 

20.1 

34.6 

15.9 

14.4 

5.3 

11.1 

23.1 

22.4 

32.8 

28.4 

23.1 

26.9 

8.2 

11.9 

8.2 

28.4 

55.8 

48.5 

77.1 

34.7 

20.3 

37.0 

18.0 

15.7 

4.8 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設・設備面で受け入れが難しい

医療的ケア児に対応した個別支援が難しい

看護職員や喀痰研修修了者など医療的ケアの実施できる職員
が不足している

職員が医療的ケアに対する不安を感じている

現在の職員体制で受け入れた場合、限られた日数しかサービス
提供できない

現在の職員体制で受け入れた場合、他の利用者へのケアが手
薄になる不安がある

他の利用者への影響や関係性に不安がある

支援に関しスキルアップを図る機会（研修等）や外部のサポート
を得る機会が少ない

その他

無回答

全体 [n=862] 有 [n=134] 無 [n=606]
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⑤医療的ケア児の受け入れにおける基本報酬及び各種加算の評価 

医療的ケア児の受け入れにおける基本報酬及び各種加算の評価を聞いたところ、「わからない」が 48.5%

と多く、次いで、「受け入れコストがあまり評価されていない（基本報酬・加算がコスト増に追いついてい

ない）」が 26.2%となっている。 

図表 533 医療的ケア児の受け入れにおける基本報酬及び各種加算の評価 

 
 

利用者に医療的ケア児等がいるかどうかで見ると、医療的ケア児等がいない事業所で「わからない」の割

合が高くなっている。 

図表 534 医療的ケア児の受け入れにおける基本報酬及び各種加算の評価（医療的ケア児等の有無別） 

 
 

  

10.1 

9.3 

11.0 

26.2 

28.5 

23.5 

48.5 

44.8 

52.9 

11.6 

12.7 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

受け入れコストを十分評価したものになっている（基本報酬・加算でコストをおおむねカバーできる）
受け入れコストを一部評価したものになっている（基本報酬・加算である程度のコストはカバーできる）
受け入れコストがあまり評価されていない（基本報酬・加算がコスト増に追いついていない）
その他
わからない
無回答

10.1 

21.6 

7.8 

26.2 

36.6 

24.9 

48.5 

26.9 

55.4 

11.6 

8.2 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

有 [n=134]

無 [n=606]

受け入れコストを十分評価したものになっている（基本報酬・加算でコストをおおむねカバーできる）

受け入れコストを一部評価したものになっている（基本報酬・加算である程度のコストはカバーできる）

受け入れコストがあまり評価されていない（基本報酬・加算がコスト増に追いついていない）

その他

わからない

無回答
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⑥医療的ケア児に関し、連携・相談のできる外部機関等 

医療的ケア児に関し、連携・相談のできる外部機関等の有無を聞いたところ、「特に連携先・相談先はな

い」が 36.4%と多くなっている。連携・相談先のある場合は、「病院、医療機関」が 25.5%、「医療的ケア

児の支援に知見のある相談支援事業者」が 17.7%等となっている。 

図表 535 医療的ケア児に関し、連携・相談のできる外部機関等〔複数回答〕 

 
 

利用者に医療的ケア児等がいるかどうかで見ると、医療的ケア児等がいる事業所で全般的に割合が高くな

っている。 

図表 536 医療的ケア児に関し、連携・相談のできる外部機関等（医療的ケア児等の有無別）〔複数回答〕 

 

10.0 

16.5 

17.7 

16.1 

1.2 

25.5 

3.8 

36.4 

11.6 

11.7 

17.8 

17.2 

17.8 

1.5 

29.7 

3.4 

33.8 

10.6 

7.9 

14.8 

18.4 

14.1 

0.8 

20.5 

4.3 

39.6 

12.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的ケア児の支援実績のある他の施設・事業所（法人
内）

医療的ケア児の支援実績のある他の施設・事業所（別法
人）

医療的ケア児の支援に知見のある相談支援事業者

都道府県・市町村等が設置する支援機関（医療的ケア児支
援センター等）、行政が組織する地域の協議会等

大学、研究機関

病院、医療機関

その他

特に連携先・相談先はない

無回答

全体 [n=862]
児童発達支援 [n=471]
放課後等デイサービス [n=391]

10.0 

16.5 

17.7 

16.1 

1.2 

25.5 

3.8 

36.4 

11.6 

23.1 

29.1 

27.6 

23.9 

0.7 

50.0 

7.5 

16.4 

4.5 

8.3 

14.2 

16.2 

15.2 

1.0 

21.8 

3.0 

42.2 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的ケア児の支援実績のある他の施設・事業所（法人内）

医療的ケア児の支援実績のある他の施設・事業所（別法人）

医療的ケア児の支援に知見のある相談支援事業者

都道府県・市町村等が設置する支援機関（医療的ケア児支
援センター等）、行政が組織する地域の協議会等

大学、研究機関

病院、医療機関

その他

特に連携先・相談先はない

無回答

全体 [n=862]
有 [n=134]
無 [n=606]
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⑦調査対象サービスにおける医療連携体制加算の算定状況 

調査対象サービスにおける医療連携体制加算の算定状況について聞いたところ、「加算の算定なし」が、

令和５年９月は 73.5%、令和６年９月は 73.9%となっている。なお、「無回答」が比較的多くなっている

が、加算を算定していない事業所が回答しなかった場合等が含まれると推察される。 

図表 537 医療連携体制加算の算定_令和５年９月〔複数回答〕 

 
図表 538 医療連携体制加算の算定_令和６年９月〔複数回答〕 

 

  

1.7 

0.7 

0.5 

1.2 

1.0 

0.2 

0.1 

73.5 

23.2 

1.7 

0.0 

0.2 

0.9 

0.9 

0.0 

0.0 

72.5 

24.7 

1.6 

1.6 

0.8 

1.6 

1.1 

0.5 

0.3 

74.9 

21.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算（Ⅰ）

加算（Ⅱ）

加算（Ⅲ）

加算（Ⅳ）

加算（Ⅴ）

加算（Ⅵ）

加算（Ⅶ）

加算の算定なし

無回答

全体 [n=824] 児童発達支援 [n=458] 放課後等デイサービス [n=366]

2.0 

0.8 

0.8 

1.4 

1.2 

0.2 

0.1 

73.9 

22.3 

1.5 

0.6 

0.4 

1.1 

1.3 

0.0 

0.0 

72.4 

24.0 

2.6 

1.0 

1.3 

1.8 

1.0 

0.5 

0.3 

75.7 

20.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算（Ⅰ）

加算（Ⅱ）

加算（Ⅲ）

加算（Ⅳ）

加算（Ⅴ）

加算（Ⅵ）

加算（Ⅶ）

加算の算定なし

無回答

全体 [n=862] 児童発達支援 [n=471] 放課後等デイサービス [n=391]
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利用者に医療的ケア児等がいるかどうかで見ると、医療的ケア児等がいる事業所で加算の算定割合が比較

的高くなっている。 

図表 539 医療連携体制加算の算定_令和５年９月（医療的ケア児等の有無別）〔複数回答〕 

 
図表 540 医療連携体制加算の算定_令和６年９月（医療的ケア児等の有無別）〔複数回答〕 

 

  

1.7 

0.7 

0.5 

1.2 

1.0 

0.2 

0.1 

73.5 

23.2 

4.6 

2.3 

1.5 

6.1 

6.1 

1.5 

0.8 

74.0 

14.5 

1.2 

0.5 

0.3 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

76.2 

21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算（Ⅰ）

加算（Ⅱ）

加算（Ⅲ）

加算（Ⅳ）

加算（Ⅴ）

加算（Ⅵ）

加算（Ⅶ）

加算の算定なし

無回答

全体 [n=824] 有 [n=131] 無 [n=576]

2.0 

0.8 

0.8 

1.4 

1.2 

0.2 

0.1 

73.9 

22.3 

6.7 

2.2 

3.0 

7.5 

6.7 

1.5 

0.7 

73.1 

11.9 

1.2 

0.7 

0.5 

0.3 

0.2 

0.0 

0.0 

76.9 

21.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加算（Ⅰ）

加算（Ⅱ）

加算（Ⅲ）

加算（Ⅳ）

加算（Ⅴ）

加算（Ⅵ）

加算（Ⅶ）

加算の算定なし

無回答

全体 [n=862] 有 [n=134] 無 [n=606]
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医療連携体制加算の算定を行っている事業所に、連携先となる外部機関を聞いたところ、「同一法人の看

護職員」が 36.4%となっている。なお、「無回答」が比較的多くなっているが、連携先の判断ができなかっ

た場合等が含まれると推察される。 

図表 541 医療連携体制加算の算定を行っている事業所の連携先となる外部機関〔複数回答〕 

 
 
⑧基本報酬区分別の算定延べ日数（利用延べ人数） 

基本報酬区分別の算定延べ日数（利用延べ人数）について聞いたところ、令和５年９月は平均で 164.2 日

となっている。令和６年９月は平均で 165.3 日、うち、医療的ケア児等でない区分３の日数が多くなってい

る。 

図表 542 基本報酬区分別の算定延べ日数（利用延べ人数） 

（単位：日） 全体 
[n=324] 

児童発達支援
センター 
[n=48] 

児童発達支援
事業所（重

心） [n=15] 

児童発達支援
事業所 

[n=113] 

放課後等デイ
サービス（重
心） [n=9] 

放課後等デイ
サービス 

[n=139] 

令
和
５
年
９
月 

重症心身障害児 4.3 3.5 34.9 0.2 67.1 0.6 
医療的ケア児（32点以上） 0.6 0.2 4.5 0.2 7.1 0.3 
医療的ケア児（16点以上） 1.2 0.9 9.5 0.2 12.9 0.4 
医療的ケア児（３点以上） 1.8 4.2 3.8 0.2 22.4 0.7 
上記以外 156.3 368.5 5.4 79.7 4.0 171.5 
合計 164.2 377.3 58.1 80.6 113.6 173.4 

（単位：日） 全体 
[n=359] 

児童発達支援
センター 
[n=47] 

児童発達支援
事業所（重

心） [n=19] 

児童発達支援
事業所 

[n=129] 

放課後等デイ
サービス（重

心） [n=12] 

放課後等デイ
サービス 

[n=152] 

令
和
６
年
９
月 

重症心身障害児 4.9 2.6 34.6 0.9 59.0 1.0 

医療的ケア児 
（32点以上） 

区分１ 0.2 0.1 0.1 0.0 2.4 0.2 
区分２ 0.2 0.0 2.1 0.0 1.3 0.0 
区分３ 0.3 0.0 4.3 0.1 1.7 0.0 

医療的ケア児 
（16点以上） 

区分１ 0.4 0.4 1.5 0.1 5.9 0.2 
区分２ 0.5 0.0 4.3 0.1 2.6 0.2 
区分３ 0.3 0.1 2.3 0.2 1.5 0.0 

医療的ケア児 
（３点以上） 

区分１ 0.6 0.8 5.7 0.2 4.6 0.0 
区分２ 0.4 0.0 0.2 0.0 4.2 0.5 
区分３ 0.6 2.6 1.3 0.0 5.2 0.1 

上記以外 
区分１ 29.7 53.7 2.8 23.7 4.9 32.7 
区分２ 61.8 30.4 0.7 33.6 0.0 108.0 
区分３ 65.4 317.8 1.1 25.8 0.1 34.0 

合計 165.3 408.6 60.8 84.8 93.3 177.1 

24.2 

21.2 

36.4 

6.1 

27.3 

23.5 

23.5 

41.2 

5.9 

35.3 

25.0 

18.8 

31.3 

6.3 

18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療機関

訪問看護事業者

同一法人の看護職員

その他

無回答

全体 [n=33] 児童発達支援 [n=17] 放課後等デイサービス [n=16]
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⑨サービス提供時間別の実人数 

サービス提供時間別の実人数について、児童発達支援センター・児童発達支援事業所の状況を見ると、令

和５年９月は、平均で３時間以上５時間未満が 5.6 人、５時間以上が 3.5 人、１時間以上１時間 30 分未満

が 2.6 人等となっている。 

令和６年９月は、平均で３時間以上５時間未満が 6.2 人、５時間以上が 3.6 人、１時間以上１時間 30 分

未満が 2.5 人等となっている。 

図表 543 サービス提供時間別の実人数（児童発達支援センター・児童発達支援事業所） 

（単位：人） 

令和５年９月 令和６年９月 

全体 
[n=261] 

児童発達支
援センター 
[n=69] 

児童発達支
援事業所
（重心） 
[n=17] 

児童発達支
援事業所 
[n=175] 

全体 
[n=288] 

児童発達支
援センター 
[n=72] 

児童発達支
援事業所
（重心） 
[n=20] 

児童発達支
援事業所 
[n=196] 

30分未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
30分以上１時間未満 2.0 2.2 0.6 2.0 2.0 2.3 0.3 2.1 
１時間以上１時間30分未満 2.6 1.9 0.1 3.2 2.5 2.0 0.0 2.9 
１時間30分以上２時間未満 1.9 1.8 0.1 2.2 2.4 1.8 0.1 2.9 
２時間以上２時間30分未満 1.6 1.6 0.1 1.7 1.9 2.1 0.4 2.0 
２時間30分以上３時間未満 1.1 1.3 0.2 1.1 0.9 0.8 0.6 0.9 
３時間以上５時間未満 5.6 15.5 1.7 2.1 6.2 15.8 1.7 3.1 
５時間以上 3.5 8.4 4.1 1.5 3.6 9.1 5.0 1.5 
合計 18.3 32.7 6.8 13.8 19.5 33.8 7.9 15.4 

 
放課後等デイサービスでは、令和５年９月は、平均で２時間以上２時間 30 分未満が 4.7 人、１時間 30 分

以上２時間未満が 3.9 人等となっている。 

令和６年９月は、平均で１時間 30 分以上２時間未満が 5.3 人、２時間以上２時間 30 分未満が 4.6 人等

となっている。 

図表 544 サービス提供時間別の実人数（放課後等デイサービス） 

（単位：人） 

令和５年９月 令和６年９月 

全体 
[n=211] 

放課後等デイ
サービス（重
心） [n=8] 

放課後等デイ
サービス 

[n=203] 

全体 
[n=250] 

放課後等デイ
サービス（重

心） [n=10] 

放課後等デイ
サービス 

[n=240] 
30分未満 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 
30分以上１時間未満 1.2 0.5 1.3 1.0 0.6 1.0 
１時間以上１時間30分未満 2.4 2.5 2.4 2.1 1.5 2.1 
１時間30分以上２時間未満 3.9 4.5 3.9 5.3 4.7 5.4 
２時間以上２時間30分未満 4.7 0.0 4.8 4.6 0.1 4.8 
２時間30分以上３時間未満 3.1 0.0 3.2 3.4 0.6 3.5 
３時間以上 2.8 2.9 2.7 2.9 2.6 2.9 
合計 18.1 10.4 18.4 19.4 10.1 19.8 
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⑩利用者の報酬改定前後のサービス提供時間の変更等の個別状況 

利用者の報酬改定前後のサービス提供時間の変更等の状況について、個別の状況を聞いたところ、5,078

人分の回答があった。 

該当者の年齢は、「６～９歳」が 34.7%、「３～５歳」が 32.1%、「10～14 歳」が 22.6%等となって

いる。 

図表 545 利用者の報酬改定前後のサービス提供時間の変更等の状況_年齢 

 
 

医療的ケア等の該当状況は、「該当なし」が 91.3%と多くなっている。 

図表 546 利用者の報酬改定前後のサービス提供時間の変更等の状況_医療的ケア等の該当 

 
 

医療的ケア等の該当状況について、該当者に限定して構成比を見ると、「重症心身障害」が 58.1%、「医

療的ケア（３点以上）」が 19.1%等となっている。 

図表 547 利用者の報酬改定前後のサービス提供時間の変更等の状況_医療的ケア等の該当（該当者の構成比） 

 

3.8 

32.1 

66.1 

34.7 

30.1 

39.0 

22.6 

44.0 

8.8 

17.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=5,078]

児童発達支援 [n=2,466]

放課後等デイサービス [n=2,612]

２歳以下 ３～５歳 ６～９歳 10～14歳 15歳以上 無回答

3.8 

3.9 

3.6 

91.3 

90.1 

92.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=5,078]

児童発達支援 [n=2,466]

放課後等デイサービス [n=2,612]

重症心身障害 医療的ケア（32点以上） 医療的ケア（16点以上）

医療的ケア（３点以上） 該当なし 無回答

58.1 

55.2 

61.3 

9.7 

10.3 

9.0 

13.1 

11.5 

14.8 

19.1 

23.0 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=329]

児童発達支援 [n=174]

放課後等デイサービス [n=155]

重症心身障害 医療的ケア（32点以上） 医療的ケア（16点以上） 医療的ケア（３点以上）
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支援の内容については、令和５年９月では、「個別療育＋集団療育」が 51.9%、「集団療育のみ」が 31.7%、

「個別療育のみ」が 12.9%となっている。令和６年９月では、「個別療育＋集団療育」が 54.5%、「集団

療育のみ」が 31.4%、「個別療育のみ」が 10.6%となっている。 

図表 548 利用者の報酬改定前後のサービス提供時間の変更等の状況_支援の内容_令和５年９月 

 
図表 549 利用者の報酬改定前後のサービス提供時間の変更等の状況_支援の内容_令和６年９月 

 
 

個別支援計画におけるサービス提供時間の変更状況を聞いたところ、「変更なし」が 78.3%、「増加」が

12.0%、「減少」が 8.1%となっている。 

図表 550 個別支援計画におけるサービス提供時間変更 

 
 

  

12.9 

16.3 

9.7 

51.9 

47.7 

55.8 

31.7 

32.4 

30.9 

3.5 

3.5 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=5,078]

児童発達支援 [n=2,466]

放課後等デイサービス [n=2,612]

個別療育のみ 個別療育＋集団療育 集団療育のみ 無回答

10.6 

13.1 

8.2 

54.5 

51.0 

57.8 

31.4 

32.8 

30.1 

3.5 

3.1 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=5,078]

児童発達支援 [n=2,466]

放課後等デイサービス [n=2,612]

個別療育のみ 個別療育＋集団療育 集団療育のみ 無回答

12.0 

12.3 

11.6 

8.1 

6.7 

9.4 

78.3 

79.8 

76.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=5,078]

児童発達支援 [n=2,466]

放課後等デイサービス [n=2,612]

増加 減少 変更なし 無回答
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サービス提供時間の変更による個別支援計画での支援内容の変更は、「なし」が 82.3%、「あり」が 14.1%

となっている。 

図表 551 サービス提供時間の変更による個別支援計画での支援内容の変更 

 
 

延長支援については、「なし」が 66.3%、「あり」が 31.6%となっている。 

図表 552 延長支援 

 
 

利用者の令和６年９月の算定日数は、平均で区分１が 1.9 日、区分２が 4.4 日、区分３が 3.2 日、合計が

9.4 日となっている。 

図表 553 利用者の報酬改定前後のサービス提供時間の変更等の状況_令和６年９月の算定日数 

（単位：日） 全体 [n=4,477] 児童発達支援 [n=2,139] 放課後等デイサービス 
[n=2,338] 

区分１ 1.9 1.7 2.0 
区分２ 4.4 2.2 6.4 
区分３ 3.2 5.4 1.1 
合計 9.4 9.3 9.6 

 

  

14.1 

13.0 

15.2 

82.3 

82.4 

82.2 

3.6 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=5,078]

児童発達支援 [n=2,466]

放課後等デイサービス [n=2,612]

あり なし 無回答

31.6 

17.4 

45.0 

66.3 

80.4 

52.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=5,078]

児童発達支援 [n=2,466]

放課後等デイサービス [n=2,612]

あり なし 無回答
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(3) サービス提供等の状況 

①延長支援の状況 

延長支援の実施の有無については、「実施している」が 53.2%、「実施していない」が 42.9%となって

いる。 

図表 554 延長支援の実施有無 

 
 

延長支援を実施している事業所に、延長支援の時間帯におけるサービス提供及び職員配置の状況について

聞いたところ、「営業時間帯とほぼ同じ職員配置で、営業時間帯とほぼ同じ内容のサービスを提供している」

が 72.8%と多くなっている。 

図表 555 延長支援の時間帯におけるサービス提供及び職員配置の状況 

 

  

53.2 

38.9 

70.6 

42.9 

56.5 

26.6 

3.8 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

実施している 実施していない 無回答

72.8 

68.9 

75.4 

5.0 

5.5 

4.7 

14.8 

13.1 

15.9 

6.1 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=459]

児童発達支援 [n=183]

放課後等デイサービス [n=276]

営業時間帯とほぼ同じ職員配置で、営業時間帯とほぼ同じ内容のサービスを提供している

営業時間帯とほぼ同じ職員配置だが、営業時間帯とは異なる内容のサービスを提供している

営業時間帯よりも少ない職員配置だが、営業時間帯とほぼ同じ内容のサービスを提供している

営業時間帯よりも少ない職員配置で、営業時間帯と異なる内容のサービスを提供している

その他

無回答
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延長支援を実施している事業所に、延長支援加算の算定状況を聞いたところ、令和５年９月は、「算定し

ていない」が 45.6%となっている。令和６年９月は、「延長１時間以上２時間未満」が 49.0%、「延長２

時間以上」が 33.1%、「延長 30 分以上１時間未満」が 20.3%となっており、「算定していない」は少なく

なっている。なお、「無回答」が比較的多くなっているが、加算を算定していない事業所が回答しなかった

場合等が含まれると推察される。 

図表 556 延長支援加算の算定状況_令和５年９月〔複数回答〕 

 
図表 557 延長支援加算の算定状況_令和６年９月〔複数回答〕 

 
図表 558 延長支援加算の算定日数_令和５年９月 

（単位：日） 全体 [n=73] 児童発達支援 [n=30] 放課後等デイサービス [n=43] 
延長１時間未満 12.3 7.6 15.6 

（単位：日） 全体 [n=72] 児童発達支援 [n=31] 放課後等デイサービス [n=41] 
延長１時間以上２時間未満 119.3 268.5 6.4 

（単位：日） 全体 [n=57] 児童発達支援 [n=24] 放課後等デイサービス [n=33] 
延長２時間以上 7.0 11.0 4.1 

図表 559 延長支援加算の配置職員数_令和５年９月 

（単位：人） 全体 [n=246] 児童発達支援 [n=95] 放課後等デイサービス [n=151] 
児童発達支援管理責任者 1.1 0.9 1.1 

（単位：人） 全体 [n=230] 児童発達支援 [n=89] 放課後等デイサービス [n=141] 
その他の職員 5.0 5.8 4.6 

 

 

7.1 

7.1 

4.1 

45.6 

41.7 

5.7 

5.7 

1.7 

44.3 

46.0 

8.0 

8.0 

5.7 

46.6 

38.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延長１時間未満

延長１時間以上２時間未満

延長２時間以上

算定していない

無回答

全体 [n=436] 児童発達支援 [n=174] 放課後等デイサービス [n=262]

20.3 

49.0 

33.1 

8.7 

29.4 

16.9 

46.4 

24.0 

14.8 

28.4 

22.5 

50.7 

39.1 

4.7 

30.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延長30分以上１時間未満

延長１時間以上２時間未満

延長２時間以上

算定していない

無回答

全体 [n=459] 児童発達支援 [n=183] 放課後等デイサービス [n=276]
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図表 560 延長支援加算の算定日数_令和６年９月 

（単位：日） 全体 [n=140] 児童発達支援 [n=51] 放課後等デイサービス [n=89] 
延長30分以上１時間未満 9.1 8.3 9.6 

（単位：日） 全体 [n=281] 児童発達支援 [n=105] 放課後等デイサービス [n=176] 
延長１時間以上２時間未満 34.2 59.3 19.3 

（単位：日） 全体 [n=207] 児童発達支援 [n=65] 放課後等デイサービス [n=142] 
延長２時間以上 21.9 33.4 16.7 

図表 561 延長支援加算の配置職員数_令和６年９月 

（単位：人） 全体 [n=377] 児童発達支援 [n=137] 放課後等デイサービス [n=240] 
児童発達支援管理責任者 1.1 1.0 1.1 

（単位：人） 全体 [n=365] 児童発達支援 [n=132] 放課後等デイサービス [n=233] 
その他の職員 4.9 5.7 4.4 

 
保護者が延長して児童を預ける理由について聞いたところ、「就労」が 86.5%、「レスパイト」が 50.1%

となっている。なお、「その他」については、きょうだいの都合（学校行事等）などの回答が多くなってい

る。 

図表 562 保護者が延長して児童を預ける理由〔複数回答〕 

 
 

延長支援を実施していない事業所に、今後の延長支援を行う予定を聞いたところ、「実施しない」が 47.3%、

「わからない」が 29.5%となっている。なお、「無回答」が比較的多くなっているが、判断できない事業所

が回答しなかった場合等が含まれると推察される。 

図表 563 今後の延長支援を行う予定 

 

86.5 

9.4 

11.3 

6.1 

50.1 

16.3 

3.5 

83.1 

13.7 

12.6 

5.5 

44.8 

23.0 

2.7 

88.8 

6.5 

10.5 

6.5 

53.6 

12.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労

妊娠・出産

怪我・病気

介護

レスパイト

その他

無回答

全体 [n=459] 児童発達支援 [n=183] 放課後等デイサービス [n=276]

5.4 

4.9 

6.7 

47.3 

46.2 

50.0 

29.5 

30.1 

27.9 

17.8 

18.8 

15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=370]

児童発達支援 [n=266]

放課後等デイサービス [n=104]

実施する予定 実施しない わからない 無回答
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②入浴支援の状況 

入浴支援の実施の有無は、「実施していない」が 80.3%と多くなっている。利用者に医療的ケア児等のい

る事業所で見ると、「実施している」は 19.4%となっている。 

図表 564 入浴支援の実施有無 

 
図表 565 入浴支援の実施有無（利用者に医療的ケア児等のいる事業所） 

 
 

入浴支援を実施している事業所に、入浴支援加算の算定状況を聞いたところ、「算定している」が 67.6%、

「算定していない」が 27.0%となっている。また、算定している事業所の算定延べ回数は、平均で 28.0 回

となっている。 

図表 566 入浴支援加算の算定状況 

 
図表 567 入浴支援加算の算定延べ回数 

（単位：回） 全体 [n=23] 児童発達支援 [n=14] 放課後等デイサービス [n=9] 
算定延べ回数 28.0 27.6 28.7 

 

  

4.3 

4.5 

4.1 

80.3 

79.6 

81.1 

15.4 

15.9 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

実施している 実施していない 無回答

4.3 

19.4 

80.3 

73.1 

15.4 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

有 [n=134]

実施している 実施していない 無回答

67.6 

66.7 

68.8 

27.0 

23.8 

31.3 

5.4 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=37]

児童発達支援 [n=21]

放課後等デイサービス [n=16]

算定している 算定していない 無回答
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入浴支援を実施しており、入浴支援加算を算定していない事業所に、算定していない理由を聞いたところ、

「利用者に加算要件の該当者（医療的ケア児や重症心身障害児等）がいない」が 60.0%となっている。 

図表 568 入浴支援加算を算定していない理由〔複数回答〕 

 
 
 
③送迎の状況 

送迎の実施の有無は、「送迎を行っている（送迎車両を利用）」が 75.5%と多くなっている。 

図表 569 送迎の実施有無 

 
 

  

60.0 

10.0 

0.0 

20.0 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者に加算要件の該当者（医療的ケア児や重症心身障
害児等）がいない

利用者に加算要件の該当者がいるが、設備、体制等の問題
で該当者への入浴支援が提供できない

利用者に加算要件の該当者がおり、入浴支援を提供できる
が、当該月に入浴利用がなかった

その他

無回答

全体 [n=10]

75.5 

67.7 

84.9 

18.0 

24.4 

10.2 

4.9 

5.9 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

送迎を行っている（送迎車両を利用）

送迎を行っている（付き添いのみ等、送迎車両を利用しない）

送迎を行っていない

その他

無回答
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送迎を実施している事業所に、送迎加算の算定状況を聞いたところ、令和５年９月では「算定していない」

は 16.3%、令和６年９月では「算定していない」は 15.3%となっており、多くの事業所が算定している。

なお、「無回答」が比較的多くなっているが、加算を算定していない事業所が回答しなかった場合等が含ま

れると推察される。 

図表 570 送迎加算の算定状況_令和５年９月〔複数回答〕 

 
図表 571 送迎加算の算定状況_令和６年９月〔複数回答〕 

 
図表 572 送迎加算の算定延べ回数_令和５年９月 

（単位：回） 全体 [n=373] 児童発達支援 [n=152] 放課後等デイサービス [n=221] 
医療的ケア児（16点以上） 1.9 2.4 1.6 

（単位：回） 全体 [n=373] 児童発達支援 [n=152] 放課後等デイサービス [n=221] 
医療的ケア児（その他） 2.4 1.9 2.7 

（単位：回） 全体 [n=374] 児童発達支援 [n=152] 放課後等デイサービス [n=222] 
重症心身障害児 6.7 9.0 5.1 

（単位：回） 全体 [n=415] 児童発達支援 [n=168] 放課後等デイサービス [n=247] 
上記以外の障害児 216.6 139.2 269.2 

図表 573 送迎加算の算定延べ回数_令和６年９月 

（単位：回） 全体 [n=371] 児童発達支援 [n=152] 放課後等デイサービス [n=219] 
医療的ケア児（16点以上） 2.8 3.4 2.3 

（単位：回） 全体 [n=366] 児童発達支援 [n=149] 放課後等デイサービス [n=217] 
医療的ケア児（その他） 2.9 3.7 2.4 

（単位：回） 全体 [n=371] 児童発達支援 [n=150] 放課後等デイサービス [n=221] 
重症心身障害児 7.7 7.1 8.1 

（単位：回） 全体 [n=440] 児童発達支援 [n=185] 放課後等デイサービス [n=255] 
上記以外の障害児 232.2 147.0 293.9 
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8.0 

74.0 
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医療的ケア児（16点以上）

医療的ケア児（その他）

重症心身障害児

上記以外の障害児

算定していない

無回答

全体 [n=621] 児童発達支援 [n=309] 放課後等デイサービス [n=312]
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4.3 

8.7 

64.5 

15.3 

13.1 

6.3 

5.0 

8.4 

52.8 

26.9 

12.8 

4.5 

3.6 

9.0 

75.7 

4.2 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的ケア児（16点以上）

医療的ケア児（その他）

重症心身障害児

上記以外の障害児

算定していない

無回答

全体 [n=654] 児童発達支援 [n=320] 放課後等デイサービス [n=334]
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④専門的支援実施加算の状況 

専門的支援実施加算の算定有無については、「算定している」が 49.7%、「算定していない」が 45.8%

となっている。 

図表 574 専門的支援実施加算の算定有無 

 
 

専門的支援実施加算を算定している事業所に、加算算定において配置している専門職の職種を聞いたとこ

ろ、「保育士（５年以上）」が 46.3%、「児童指導真（５年以上）」が 33.6%、「心理担当職員」が 27.8%、

「作業療法士」が 27.1%、「理学療法士」が 24.3%となっている。 

図表 575 加算算定において配置している専門職の職種〔複数回答〕 
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全体 [n=862]

児童発達支援 [n=471]

放課後等デイサービス [n=391]

算定している 算定していない 無回答
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0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

保育士（５年以上）

児童指導真（５年以上）

心理担当職員

視覚障害児支援担当職員

無回答

全体 [n=428] 児童発達支援 [n=251] 放課後等デイサービス [n=177]


